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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月28日(2016.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者に有利な特典遊技について当否判定する当否判定手段と、
　複数種類の第１演出要素と複数種類の第２演出要素とから任意に選択された第１演出要
素と第２演出要素とを組み合わせて複合演出を実行した後、前記当否判定の結果を報知す
る演出実行手段と、
　前記複数種類の第１演出要素群の中から任意の第１演出要素を遊技者に択一的に選択さ
せる第１演出要素選択手段と、
　選択された前記第１演出要素に設定され、かつ、前記当否判定の結果とは無関係に遊技
の進行に応じて更新される更新対象変数と、
　選択された前記第１演出要素と前記更新対象変数と前記当否判定の結果とに基づいて、
前記複合演出において前記第１演出要素に組み合わされる前記第２演出要素を選択する第
２演出要素選択手段と、を備え、
　前記複合演出は、各前記第１演出要素と各前記第２演出要素との組合せごとに、報知結
果が当りと報知される割合で構成される演出信頼度を有すると共に、
　前記第１演出要素ごとに、前記複合演出の前記演出信頼度の最も高くなる前記第２演出
要素の組合せを有し、
　前記第１演出要素ごとに前記演出信頼度の最も高くなる前記第２演出要素との組合せが
相違するように構成され、
　ある特定の前記第１演出要素に対して、前記演出信頼度の最も高くなる前記第２演出要
素の組合せが、前記更新対象変数に応じて変化するように構成されたことを特徴とする遊
技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた請求項１の発明に係る遊技機は、遊技者に有利な特
典遊技について当否判定する当否判定手段と、複数種類の第１演出要素と複数種類の第２
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演出要素とから任意に選択された第１演出要素と第２演出要素とを組み合わせて複合演出
を実行した後、当否判定の結果を報知する演出実行手段と、複数種類の第１演出要素群の
中から任意の第１演出要素を遊技者に択一的に選択させる第１演出要素選択手段と、選択
された第１演出要素に設定され、かつ、当否判定の結果とは無関係に遊技の進行に応じて
更新される更新対象変数と、選択された第１演出要素と更新対象変数と当否判定の結果と
に基づいて、複合演出において第１演出要素に組み合わされる第２演出要素を選択する第
２演出要素選択手段と、を備え、複合演出は、各第１演出要素と各第２演出要素との組合
せごとに、報知結果が当りと報知される割合で構成される演出信頼度を有すると共に、第
１演出要素ごとに、複合演出の演出信頼度の最も高くなる第２演出要素の組合せを有し、
第１演出要素ごとに演出信頼度の最も高くなる第２演出要素との組合せが相違するように
構成され、ある特定の第１演出要素に対して、演出信頼度の最も高くなる第２演出要素の
組合せが、更新対象変数に応じて変化するように構成されたところに特徴を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　［請求項１の発明］
　本発明では、任意に選択された第１演出要素と第２演出要素とを組み合わせた複合演出
が実行された後、特典遊技についての当否判定の結果が報知される。そして、第１演出要
素は、遊技者により選択され、第２演出要素は、第１演出要素と当否判定の結果とに基づ
いて選択される。そして、本発明の複合演出には、各第１演出要素と各第２演出要素との
組合せごとに、報知結果が当りとなる割合で構成される演出信頼度が備えられ、第１演出
要素ごとに、演出信頼度の最も高くなる第２演出要素の組合せが相違する。言い換えれば
、遊技者の選択によって演出信頼度の高い複合演出が相違する。これにより、遊技者に当
りを期待させることができる演出のバリエーションを増やすことができる。
　また、本発明によれば、第１演出要素が共通した複数の複合演出の間では、遊技の進行
状況によって更新される更新対象変数に応じて、演出信頼度の最も高くなる第２演出要素
の組合せが変化する。このように、本発明では、いったん遊技者による第１演出要素の選
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択がなされても、遊技の進行状況によって、遊技者に当りを期待させることができる演出
を変化させることが可能となる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　（１３）上記実施形態では、本発明をパチンコ遊技機に適用した例を示したが、本発明
を、スロットマシンに適用してもよい。その場合、本発明の複合演出を、レバーＯＮから
全リールが停止されるまでに行われて、大当りとなるか否かを報知する演出に適用しても
よいし、大当り遊技中に行われて、その大当り遊技の終了後に、所謂、アシストタイムや
リプレイタイムに突入するか否かを報知する演出に適用してもよい。
　なお、上記実施形態と、上記（１）～（１３）で示した他の実施形態とには、以下［１
］～［５］の特徴的な構成が含まれていると言える。
　［１］遊技者に有利な特典遊技について当否判定する当否判定手段と、
　複数種類の第１演出要素と複数種類の第２演出要素とから任意に選択された第１演出要
素と第２演出要素とを組み合わせて複合演出を実行した後、前記当否判定の結果を報知す
る演出実行手段と、
　前記複数種類の第１演出要素群の中から任意の第１演出要素を遊技者に択一的に選択さ
せる第１演出要素選択手段と、
　選択された前記第１演出要素と前記当否判定の結果とに基づいて、前記第２演出要素を
選択する第２演出要素選択手段と、を備え、
　前記複合演出は、各前記第１演出要素と各前記第２演出要素との組合せごとに報知結果
が当りと報知される割合で構成される演出信頼度を有すると共に、
　前記第１演出要素ごとに、前記複合演出の前記演出信頼度の最も高くなる前記第２演出
要素の組合せを有し、
　前記第１演出要素ごとに前記演出信頼度の最も高くなる前記第２演出要素との組合せが
相違するように構成されたことを特徴とする遊技機。
　［１］の構成では、任意に選択された第１演出要素と第２演出要素とを組み合わせた複
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合演出が実行された後、特典遊技についての当否判定の結果が報知される。そして、第１
演出要素は、遊技者により選択され、第２演出要素は、第１演出要素と当否判定の結果と
に基づいて選択される。そして、本発明の複合演出には、各第１演出要素と各第２演出要
素との組合せごとに、報知結果が当りとなる割合で構成される演出信頼度が備えられ、第
１演出要素ごとに、演出信頼度の最も高くなる第２演出要素の組合せが相違する。言い換
えれば、遊技者の選択によって演出信頼度の高い複合演出が相違する。これにより、遊技
者に当りを期待させることができる演出のバリエーションを増やすことができる。
　［２］前記複合演出は、前記第２演出要素ごとに、前記演出信頼度の最も高くなる前記
第１演出要素の組合せが相違するように構成されたことを特徴とする［１］に記載の遊技
機。
　［２］の構成では、第２演出要素毎に、演出信頼度の最も高くなる第１演出要素の組合
せが相違するので、一の第２演出要素を有する複合演出が実行されたときに、遊技者によ
り選択された第１演出要素によって、特典遊技についての当否判定が当りとなる確率を異
ならせることができる。
　［３］前記複合演出は、何れかの前記第１演出要素に対し、前記演出信頼度が１００％
となる前記第２演出要素の組合せが含まれるように構成されたことを特徴とする［１］又
は［２］に記載の遊技機。
　［３］の構成によれば、演出信頼度が１００％となる第２演出要素を備えたので、その
第２演出要素が選択されたときに、特典遊技についての当否判定が当りであることを遊技
者に認識させることができる。
　［４］前記第２演出要素選択手段は、前記演出信頼度の低い前記複合演出となる前記第
２演出要素よりも、前記演出信頼度の高い前記複合演出となる前記第２演出要素の方を選
択し難いように構成されたことを特徴とする［１］～［３］のうち何れか１に記載の遊技
機。
　［４］の構成では、演出信頼度の高い複合演出となる第２演出要素は、演出信頼度の低
い複合演出となる第２演出要素に比べて、選択され難くなっている。この構成によれば、
演出信頼度の高い複合演出を出現し難くしてプレミア感を醸し出すことができる。
　［５］各前記第１演出要素に設定され、かつ、遊技の進行に応じて更新される更新対象
変数を備え、
　前記複合演出は、各前記第１演出要素に対して、前記演出信頼度の最も高くなる前記第
２演出要素の組合せが、前記更新対象変数に応じて相違するように構成されたことを特徴
とする［１］～［４］のうち何れか１に記載の遊技機。
　［５］の構成によれば、第１演出要素が共通した複数の複合演出の間では、遊技の進行
状況によって更新される更新対象変数に応じて、演出信頼度の最も高くなる第２演出要素
の組合せが変化する。このように、本発明では、いったん遊技者による第１演出要素の選
択がなされても、遊技の進行状況によって、遊技者に当りを期待させることができる演出
を変化させることが可能となる。
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